
年度  原著論 文（件）   その他 論文  

（件）  

研究課通名  
臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開柊  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 膵   願 取  

得   
ハンテントン病の根本  18  20  こころの健  北條 浩彦  一般的に困難とされ、研究が殆ど進ん  RNAiを取り入れた新しい治療戦略の有  対立遺伝子特異的RNAiは、副作用の  特になし   
的治療の実現をめざ  康科学研究  でいない対立遺伝子特異的（疾患原因  少ない安全な治療法の遺を叩くもので  
した最新RNAi誘導技  遺伝子特異的）RNAi誘導について、そ  あり、その実現は治療を受ける患者さま  
術を基盤とする先端  のポテンシャルを持ったsiRNAを設計  の負担を大き〈軽減し、さらに医療黄の  
的治療法の開発と確  し、正確な評価によって、その高度な  削減【こも通ずると考えられる。よって、  
立  RNA備考を実現できることを示すことが  本研究の成果は、医療行政にも貢献す  0  25  8  0  32  13  0  0  D  

できた点は大きな成果であると考える。  ると考える。   
そして、コモンマーモセットり＼ンテンチ  
ン（Htt）遺伝子を世界で初めて単軸し、  
その構造を明らかにしたことも学術的に  
大きな成果である。   

運動ニューロン変性  瓜  20  こころの健  祖父江 元  SBMAについては、ユビキチンープロテ  SBMAに対しては神経変性疾患に対し  S8MAに対するリュープロレリン酢酸塩  特になし   
に関わる分子の同定  康科学研究  アソーム系を作用点とする治療法が有  の治療は承認取得を目指し、第Ⅲ相臨  
と病態抑止治療法の  望であることを提示できた。ALSについ  床試験へと展開されている。本吉式験は  
開発  ては、これまで動物モデルが存在しな  多施設共同試験であり、神経変性疾患  

かった孤発性ALS患者の線虫モデルの  の領域では初の医師主導治験である。   
構築により、今後ALSの病態解明と治  
療法開発に貢献できるものと考えられ  0  13  5  5    4  0  0  0  
る。   試験デザインなどについて検討を重  

ね、嘆下造影評価や病理学的検査など  
の／くイオマーカーがSβMAのサロゲート  
エンドポイントとなりうることを示した。  

細胞組織工学的手法  †8  20  こころの健  田口 明彦  脳血管障害に対する単なる神緯幹細胞  非常に巧妙かつ複雑に制御されている  本研究の成果を発展させていくことによ  ヒト幹細胞を用いた臨床研究は平成18  本研究の成果を墓に開始した脳梗塞患   
を用いた中枢神経陣  康科学研究  移檀では、ほとんど神経幹細胞が生欝  中枢神経系に対する機能再生医療の  り、中枢神経系に対する機能再生医療  年度より“厚生労働省七卜幹細胞を用い  者に対する細胞冶動こ関して、2008年   
書に対する根治的治  せずかつ治療効果もほとんどないこと  実現には多くの解決すべき課規がある  こ関する標準的治療法・ガイドライン  る臨床研究に関する指針’’が施行され、  1月14日朝日新聞、ZOO7年11月15日朝   
療法の開発  が、基礎研究および臨床試験において  が、中枢神経障層に対する新しい治療  を、大きく変換していくことが可能になる  我が周においてもより安全かつ効率的  日新間、2007年3月26日日本権済新聞  

も明らかにされており、我々が本研究で  法の開発は高齢化社会における医療  と考えている。   な鴎床研究が行えるようになったが、本  ＝掲載され、社会的にも大きく注日され  
明らかにした、神経幹細胞移植と新生  研究の成果を基に行う脳梗塞患者に対  
血管を中心とした幹細胞nicheおよび免  する細胞治療は平成19年10月に厚生  g8  0  0  62    9  0  
疫系を中心とした移植神経幹細胞の  労働審議会の承認を得ており、中枢神  
apoptosisを誘導因子に関する知見は、  経障害に対するヒト幹細胞を用いた新し  
生命科学現象の本態にも関連する事象  い治療法開発の先駆けとして、医学的  
であり、発展性も高いと考えている。   及び厚生労働行政的にも非常に重要な  

発に発展・千献することができると考え  意義を有」ていると考えている。   
ている。  

筋萎縮性側東硬化症  18  ZO  こころの健  糸山 泰人  マーモセットによる筋萎縮性側索硬化  本研究の目的は神経難病でも最も苛酷  特になし   HGFによるALS治療は医薬品機積との  HGFによるAJS治療は平成21年度中の   
こ対する肝細胞増屈  席料学研究  症（AしS）モデルは確立されていないの  なALSに対してHGFを用いた画期的治  安全性相談が終了し、現在の安全性試  治験届けの提出を目指している。わが   
園子を用いた画期的  で、本研究では脊髄損傷モデルを用い  療法を開発することとそれに関わる基  験計画をケノアできればフェーズ1の冶  国先のAしS治療薬候補としてスーパー   
治療法の開発  た。肝細胞増殖因子（HGF）のくも膜下  盤研究を進めることにある。多くの神経  験に速めることを確㍑した。東北大学ト  特区（代表 岡野栄之）に選定され、そ  

腔に持続投与により頒傷範囲の著明な  ランスレーショナルリサーチセンタ≠と  
縮小ならびに有意に良好な運動機能の  共にプロトコールの検討を行っている。   
回復を認めた。1長類脊髄損傷に対し  14  67  15  5  35  23  
てもラットと同じ体重比の容量で有効性  
が確認され、また腫癌形成や巽篤行勤  
が認められなかったことから、太治療法  
がと卜ALSに射し有効かつ安全な治療  
法となり得る可能性が大きく示唆され  
た。   
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年度  原書論 文（件）   その他 論文  

（件）  

研究課贈名  研究事業 名  研究者代表 看氏名  専門的，学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のイン′くクト  出  
開終  
始了  和 文  美 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   願 取  

得   
自己免疫疾患に伴っ  
中枢神軽障書に関連  

現時点で特になし   現時点で特になし   
應科学研究   ス、中枢神軽薄琶を合併したシエーゲレ  

する抗神経抗体の検  ン症候群点者、多発性硬化症患者、健  
兼と抗原機能の解析 尊者の血清中に存在する抗神経抗体を  
病態の解明から治療  検出し、このうちのいくつかの掟雄抗原  
法確立に向けて   壬白をLC－MS／MSを用いて同定した。こ  

れら抗原蛋白は、ストレス蛋白、細胞内  
酸化還元反応や柵代謝＝関連する酵  6  丁  0  0  6    0  0  0   
兼、ミトコンドリア関連蛋白、細胞甘格  
蛋白、小胞輸送に関連する蛋白であっ  
た。今回用いたプロテオーム解析の手  
法は抗神纏抗体の検出とその認識抗原  
蛋白の同定に極めて有用であると考え  
られた。   である。   

黄斑変性カニウイザ  18  20  難治性疾患  岩田 岳  本研究では補体抑制がドルーゼンの生  今回世界で初めて補体抑制によってド  特になし   特になし   米国では国立研究機関であるNational   
ルを用いた補体活性  克服研究  成に関与すること、日本人の鱒齢黄斑  Ey8Insitutoが中心となって補体抑制薬  
抑制剤による加齢黄  変性とポリープ状脈絡膜血管痛が少数  の研究開発が活発化しており、企業や  
斑変性の予防・治療  の遺伝子をリスクとしていること、また疾  大学でのシンポジウムにおいて多くの  
法の確立と情報収集  患によって血欒成分が変化していること  l  7  0  0  10  1丁  皿  0  0  
解析システムの開発  が明らかになった。   たことによって、早期診断の遭が開か  体研究会でも優秀賞をいただき、共同  

れたと考えられる。  研究が運行中である。   

、ム  
有効な治療法選択等  克服研究  報収♯体制の構築のために、現行難病  錬システムを調査し、技術レベル、コス  の基本什矧こ少数（10項目以内）の疾  て、以下の点を明らかにした。治療研究  うち、r継続的」に追跡調査を実施して   
のための情報収集体  認定・更新システムと「個人調査票」情  ト、データマネージメント機能、マネージ  患別医学項目を加えたものが適当であ  対象ヰ5疾患に関して、37班中（未回答  いる5班、および独自の疾患で情報収   
制の構築に関する研  報の研究活用状況、研究班独自の患者  メントコスト、医学関係知誰の充実度、  り、陣育の程度についてはADしや仏DL  1）16班で37疾患について「個人調査  兼を行っている1班の聞き取り閤査を行   
究  登録システム、オンライン疾患登録シス  長期的管理からみた安定性、等を評価  のほか共通尺度としてProform即1C8  震」が調査研究に活用されており、欧文  ない、システムの詳細とデータマネージ  

テムの技術的可能性、疾病横断的に共  捜討した結果、難治性疾患の情報収集  Status、QOしについてはSF36Ver，2が適  誌への研究成果の発表もなされてい  メント体制等を把握した。その中で、．1つ  
9  ロ  0  0  0  0  0  0  0                                                                                       通するADL／00し等基本情嘲項目と情  をW8bオンライン登録システムによって  当と判断された。2）医療費負担を病院  た。また、19班で38疾患に関して、班独  の疾患に複数研究グループによる小研       報提供モチベ 

ーションの維持等につい  行うことがほぼ可能であると判断し、各  会計システムから井出するための特定  自の患者登録が行われていたが、123  究テーマを集積し、その中に共通基本  
て調査研究を行い、定点観測、発生源  システムの長所・短所を明らかにした。  疾患コード（ICD改良）を作成し、A大学  疾患全体としては20％、予後調査にか  什報を包含させて必要な情報収♯する  
入力をよ本とした特定疾患登録システ  登録システムの維持には、公的な常設  病院で患者抽出を試行した。その結  かわる追跡調査の実施は12％に留まっ  積み上げ方式があり、研究班主体の今  
ムの基本要件を明らかにした。生命予  後の情報収♯のあり方として評価され  
後と医療費負眉に関する情報収よは、  た。   
別途の方法が必要とした。   要性を明らかにした。   等の間堰点が明らかとなった。   

ハーキンソン病およぴ  18  20  難治性疾患  久野 A子  ハーキンソン病と関連疾患の病態解明  本研究は基盤整備研究であり．短期的  特になし   日本ではブレイン／くンクの構築が遅れ  平成19年10月25日の産業経済新聞25   
関連神経変性疾患の  克服研究  研究を目的として．生前からのドナー登  ており，日本の研究者は海外の脳／くン  
生前同意に基づく脳  録制に基づくパーキンソン病脳／くンクを   クから脳の提供を受けて病態解明研究   
′くンクの構築に閲す  開設運営した．現行法と各種倫理指針  の剖検例を蓄積することにより臨床診  を行っている．日本人の脳′くンクを構築  市民公開シンポジウムを年間Z回 遺書   
る研究  を遵守するシステムを構築し．ドナー章  断の精度向上が可能である．更に．バ  することは日本の科学技術政策上の急  6回開催  

線香のインフォームド・コンセント暮式を  ンク検体を用いてパーキンソン病の病  務である．現行法と倫理指針を遵守し．  ブレインバンクニュースレターを年3匡l  
開発した．阿意登録者を募集しデータ  患者会と協力して透明性の高い脳／くン  
ベース登録すること，登録者の死亡時  クのモデルを構築したことは」行政上の  34  23  10  27  4  2  0  0  6  
の剖検から剖検検体のデータベース萱  価値が大きいと考える。   
録までを実施した．本研究は，日本で遅  
れている生前同意登頂制のlぷバンクの  
構築を進めるためのモデルとして王要  
な意義庵もつと考える．神経科学研究を  
推進するための壬盤研究である．   
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年度  原著持 文（件）   その他 論文  

（件）  

研究課櫨名  研究事業 名  研究者代表 者氏名  専門的・学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のイン／くクト  出  

購終  和  
始了  文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   願 取  

得   
炎症性腸疾患の画期  18  ZO  難治性疾患  岡崎 和一  3年間の研究期間中、5つの研究プロ  臨床応用の点でも14件の特許が取得  臨床応用を目指した治療法の開発を行  臨床試験中の症例では、すでに臨床的  1．第30回ヒューマンサイエンス総合研   
的治療法に関する臨  克服研究  ジェクト目標をあげ、発表英文論文は98  あるいは申請中であり、9件のプロジェ  い、14件の特許を取得あるいは申請中  な有効例も経められており、今後の鴎  究セミナー（「炎症†生腸疾患治療の現状   
床研究  絹におよぴ、うちインパクトファクター5以  クトが分担研究者の施設で臨床試験と  である。   床応用への方向付けができたことより、  と展望一新たな内科的治療法の開発を  

上の国際的な一流雑誌に26編、炎症性  してすでに承認あるいは承認間近とな  行政的扱点からも千献できると思われ  目指して－」間崎和一 粘膜免疫制  
彿疾患の専門雑誌に11編を含む英文  るゥ   御と粘膜再生を目ざした治療、渡辺守  
詩文37編など、社会的インパクトの高い  同炎症性腸疾患の病因・病態（東京  
論文発表が可能であった。   はみとめず、すでに臨床的な有効例を  4  97  43  ロ  83  55  14  0  42  

認めている。  研究会市民公開講座（東京2008）  
4．高後裕日本炎症性腸疾患研究  
会・市民公開講座（諷京2008）5 
含も木健司新潟県l琵師会生5窪教育講  
座炎症性腸疾患の治療と新規治療法  
開発の動向（長岡市2007）   

新規抗パーキンソン  18  20  難治性疾患  村田 美穂  わが国で開発された抗てんかん薬ゾニ  現時点でドパミン神経変性を抑制する  ソニサミドは2009年1月、抗パーキンソ  発見当初、非常に廉価な薬剤でPD症  2007年1月3日朝日新聞把手 てんか   
病薬ソニサミドの神経  克服研究  サミド（ZNS）の抗バーキンソン（PD）作用  神経保護効果を確詑された薬剤はまだ  ン病薬として承認された。   状に棲めて高い効果を示したために、  ん薬、パーキンソン病に効果 ソニサミ   
保護作用に関する臨  とともに、神権保護作用を明らかにし  ない。安全性が確認されている既知の  医療経済上も大きなT猷ができると考  ド運動機能が改善   
床研究  た。様々なPDモデル動物、培養細胞系  薬剤で新たに抗PD効果を発見し（2009  えていた。しかし、抗てんかん薬として  2007年1月4日毎日新町記事 パーキン  

で強力な神経保護効果を確認したが、  年1月抗PD薬として承認）作用機序の解  わが国で約20年使用されている薬剤で  ソン病にも有効 てんかん薬「ソニサミ  
なかでもPD自然発症マウスを導入し、  明と共に、強力な神権保護作用をモデ  あるにもかかわらず、新規効能として承  ド」震えを緩和  
ZNSの神経保護効果を確認したことは  ル動物で確詑し作用機序を明らかにし  認され非常に高い薬価がついたため、  2009年2月27日日刊薬業記事 ソニサ  
意味が大きい。作用機序としては、グリ  たことは、患者に大きな福音である。し  医療経済上の干献はなくなった。ただ  ミドに神経保護作用の可能性  29  120  204  13  247  79  0  0  0  

アを介するGSH合成冗遺作用による著  かもこの神経保護効果は治酢圭のない  し、ZNS長期使用患者では多くが比較  2009年3月19日NIKK∈【ラジオ抗パーキ  
明なキノン体消去作用やMnSOD発現  的良好な経過を維持しており（神経保識  
増加作用を示すことを明らかにし、ZNS  効果が示唆される）、ADL低下を予防す  
がPDのみならず多くの神権変性疾患に  るという意味では極めて大きな貢献とな  
おいても神緯保護薬として期待できる  る可能性がある。   
成果を得た。   医療に生かせる成果である。  

特発性肺韻維症の予  18  20  難治性疾患  エ藤 翔ニ  特発性肺線稚痘（IPF）に対する治療とし  これまで経験的に投与されてきた副腎  米国胸部学会（ATS）／欧州呼吸器学会  臨床試験に先立ち、〟ebを介して恒端的  CyA＋St8rOidNAC吸入療法と平行して   
後改善を自指したサ  克服研究  て、サイクロスボリン（CyA）療法、Nアセ  皮質ステロイドならびにCyA治療薬の位  （〔RS）cons8nSUSStat¢m8ntにおける  な特発性肺線維症患者の登録システム  行い、tPF軽症中等症を対象としたビル   
イクロスボリン＋ステ  テルシステイン（NAC）吸入療法の2言式検  置づけをより明確にして、治療の根拠を  標準療法、また日本呼吸器学会（JRS）  を整備したことにより、全国多施設規模  フエニドン臨床試験は本研究班事業の   
ロイド療法ならびにN  を計画した。それぞれ副腎皮質ステロイ  明示していく第一歩が達成された。NAC  ならびにぴまん性肺疾患研究事業から  で、また同一の尺度で薬剤の有効性・  一環として症例を登録し、平成20年10   
アセテルシステイン吸  ド（PSし）に加えて従来治療であるサイク  吸入療法は我が国から初めて発信でき  の共同発行されている「特発性間質性  安全性を評価、比較することが可能と  月に製造承認が降りた。その臨床成績   
入療法に関する臨床  ロフォスファミド（CPA）との比較、また後  る治療方法であり、欧米でのNAC内服  肺炎の診断と治療の手引き」の改訂に  なった。したがって呼吸器特定疾患領  を報道発表し、臨床亘式験の有効性なら   
研究  者は無治療群との比較を行った。前者  治療と同様に、エビデンスの提示につ  向けて、我が国からのエビデンス収覿  域において、医師主導の臨床試験を展  ぴに安全性を紹介した。  

は数例の試験継続者が残っており、継  関するにあたり、新たな候補薬剤が推  152  232  12  744  Z19  0  0  0  

続中である。後者は全体解析で有意差  薦された場合、今後も本評価系を駆使  
はでないものの、NAC群が常にVC下降  して有効性・安全性の比較検討が可能  
が遠い傾向にあり、特にやや進行病斯  となった。   
において善が出やすい傾向にあった。  
症例数を増やして検討する価値があ  
る。   

特発性大槌骨頭壌硬  19  20  鞘治性疾患  久保 俊一  定点モニタリングシステムは本邦の新  本疾患の予防法は国際的にも全く確立  当研究班ではすでに2004年度に「特発  定点モニケノングシステムは記述疫学  大腿骨頭壊死症に関する患者用パンフ   
症の予防と治療の櫻  克服研究  規発生数の40％以上を捉えることがで  されておらず、薬剤による予防の可能  性大腿骨頭壊死症の診断・治療に関す  特性の経年変化をよ〈確認できており、  レットを作成し、日本整形外科学会の－   
準化を目的とした総合  き、世界最大の新患症例データベース  性は学術的・国際的に極めて意難が大  るガイドライン」を作成し、全国の医療職  行政的な取り細みの効果を客観的に杷  般向けホームページに「よくある病気」と   
研究  となっている。本システムで得られる患  きい。本疾患は★・壮年期の発生が多  関に配布活動を行って情報を公開し  堀できている。   して、また会員向けホームページでは医  

者の吉己速度学特性は、専門医環施設の  〈、予防対策の社会的意義も多大であ  た。今後も新しい知見を加えてガイドラ  療システム検討委員会のページに掲載  
患者を代表した情報であり、海外の報  る。診断基準、病期、病型分類は日＃  インを全面改訂して、実際の臨床の場  している。医師が臨床の場で患者に対  
告との比較性に優れている。枝肉受容  診療において適正な診断や予後判定、  での診断、治療の指針とする予定であ  81  151  101  9  68  34  0  0  0                                                                                           してわかりやすく説明する際に活用され  

体の機能解析やサ代謝への関与に関  ている。   
する研究成果は世界のトップレベルのも  
のであり．NaturoMedi¢in8、JBioI  
Chomなどに掲載されており、この分野  
の研究の発展に広く寄与している。   

い。   
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年度  原著論 文（件）   その他 論文  

（件）  

研究課樋名  研究事業 名  研究者代表 者氏名  専門的・学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  和 文  英 文  
始7  

等   
得   

集積された医療事故  18  20  地域医療墓  大道 久  本研究は、医療安全管理業務に従事し  報告された複数の医療事故について、  報告された医療事故事例を分析して得  医療安全確保のために投入されている  調査対象とした1500病院ヘフィード／くッ   
事例の予防可能性の  磐開発稚磯  ている職員数やその職檀、業務割合な  手術・処置部位間違い関連、経鼻栄養  られた成果から、誤認手術や綾1栄養  人員・装備や予算の現状を杷権するた  クしたところである。また、患者安全推   
検証と防止のために  研究  どの実情を把握し、その業務量に人件  チューブ誤挿入関連、薬剤誤投与関  チューブ誤挿入、薬剤誤投与や気管  めに、多様な規模と機能の病院を対象  進ジャーナルへの掲載やフォーラム等   
必要となる費用に閑  糞を乗じて医療安全管理費用、概ね人  連、気管チューブトラブル関連等に分類  チューブトラブルの再発防止のための  ＝調査し、また報告された医療事故車  を開催し、本研究結果を掲より多くの病   
する研究  件費部分の算定を試みたものである。  し、原因分析や再発防止策等を取りまと  確認基準や手恨事を取りまとめた。これ  例の原因分析や再発防止策から検討を  院に還元する予定である。  

同様の研究は国内外を見ても非常に少  めた成果は、医療現軌こおける事故防  ら再発防止策は臨床現動こおいて実用  加えて必要な費用を芳定した本研究成  
なく、①全国843病院から回答を得るこ  止活動に有効である。また、全国規模  且つ医療事故防止効果が大いに期待さ  果は、社会間甥化している医療事故に  0  0  0  8  2  0  0  2  
とができたこと、②小規模病院（柑9床  対する財政措置にも説得力のある根拠  
以下）の317施設から回答を得て小規模  となり、厚生行政において、安全で賢の  
病院における医療安全管理に関する実  高い医療を国民に提供する上での基礎  
態や費用井定についての一般化を可能  的な資料として意義を持つものと思わ  
にしたたこと、はおそらく初めてである。   れる。   

無床診療所等におけ  特になし   特になし   
る医療安全管理体制  盤開発推進  安全管理体㈲の確立に向けて独自の  
構築に関する研究   研究   エ夫や取り組みがなされており、各関  

係団体でも積極的な取り組みが早いス  
ピードで行われていることがわかった。  
今後の無床診療所専における医療安  
全管理体制構築に関しては、個々の施  0   0  0  0  7    0  0  0   

設における医療安全の取り組みはもと  
より、各関係団体における医療安全管  
理活動への参画、ならびに地域におけ  
る医療全ネットワークの構築をどのよう  
にシステム化するかが課傾であること  
がわかった。   

利用者の視点に立つ  18  20  地域医療墓  濃沼 信夫  終末期患者の療養先選択に影響する  在宅がん患者では死亡の7－10日前か  特になし   特になし   濃沼信夫：終末期医療の医療撞供体   
た終末期医療と在宅  盤開発推鷹  要因は、HADSのDepr8SSionScor8と  ら在宅療養支援診療所の訪問診療や  制．平成柑年度厚生労働科学研究．終   
医療のあり方とその  研究  PerformanceStatu＄と考えられる。在宅  末期医療に関する研究班総合討論会．  
普及に関する研究  療養におけるがん終末期患者のQOし  東京．2007．2 

は、病状の進行に伴い活動が悪化する  
が死亡前に大きな変化はない。居住系  
施設入所者に関する折壬では最期を迎  
える場所について利用者も家族も約半  20  0  12  3  12    0  0  0  

数が施設を希望する。利用者と家族の  
意向が一致する場合、利用者の希望は  
施設が多いのに対し、一致しない場合  
は、利用者の希望は自宅が多くなる。  
利用者とともに家族に対する十分な説  
明が重要と考えられる。   円が節約されると試算される。  

「学習処方箋」を用い  18  20  地域医療墓  郡司 罵晃  医療政策肇の視点から、医療崩壊は信  現在の医療制度下では、臣嘉床医は棲め  慢性疾患の一つとして糖尿病を取り上  ①糖尿病息巻の健康管領の質が向上  r協働の医療：病院図暮重機能の新た   
た病院阿曽圭機能の  盤開発推進  頼の崩壊である。これは医学・医療技  て多忙であり、患者が納得するまで説  ずた。教育の効果を測定するためのク  する。   な展開」を開催し、大きな反■を得た。   
活性化と協働の医療  研究  術が進歩しても解決できない。国民の  明することができていない。このことは、  イズを開発しつつあるが、この妥当性と  ②病診連携が促進される。   その一つは、ある国際企業が、CSR活   
推進に関する研究  医療観を変える社会的は努力が必要で  医療制度の健全性を維持増進するため  識別力を高めることによって、わが国に  ③医療費の削減に大きく寄与する。  動として支援することになり、今後5年間  

あり、医療界もその対応を迫られてい  には、基本的で玉大な問題点である。  おける糖尿病に関する知識レベルの評  ④特定健診のフォローアップにおいて、  に全国50病院に患者図書室と運営シス  

る。医療の質に関する研究会は「協働  科学的根拠に基づく有力なツールとな  
の医療」を推進する活動として、患者図  る。   3  0  0      0  0  0  

雷童の運営をしつつ、もろもろの研究、  
評価を行ってきた。その結果、患者囚暮  
室は特に若い世代の患者に受け入れら  
れ、高い評価を得られることが明らかと  
なった。   
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開終  
始了  

和  
文   

得   
医療の質向上に資す  18  20  地域医療基  佐々 英連  1．各国の臨床指標を用いたアウトカム  全日病診療アウトカム評価事業には約  急性期病院ではDPCが標準的な支払  医療法第五次改正により導入された医  個別の分析結果は基本的に各病院に   
るアウトカム評価モデ  盤開発推進  評価事業の概要、   30病院が参加しているが、うち5病院が  方法となりつつあることから、DPCデー  僚機能情報提供制度では優々の医療  のみフィードバックしているが、概要を   
ルの開発に関する研  研究  2．日本の診療アウトカム評価事業、楽園  lQIPに参加した。データの信頼性確保  タから診療アウトカム評価率薬用データ  機関より得た什報を都道府県が♯約し  ホームページ上で公開している   

メリーランド病院協会IQJP（Internationa  を図るため担当者のフォローアップ研修  への変換が可能なシステム改訂を行  て公表するが、アウトカムに関する情報  （httpノ／ww．軸ha．orJp／ノoutcom8／ind8X  
QualitylndicatorPrqJeCt）に、日本の5  を実施した。臣岳床指標の開発、情報収  い、また、DPCデータを用いたベンチ  ま含まれていない。新しい地域医療計  htmり。他に類似の検討データがないの  

0  0  0  0  0  0  0  0  0  

について比較検討、  たモデルを開発した。   始めた。   タを活用できるような、アウトカム評価モ  
3協床指標を個々の医僚機関を超えて  デルの開発を進めている。   年持ち回りで開催する国際シンポジウ  
地域の健康評価などへの応用可能性  ムで結果を報告している。   
について各国の事例をもとに検討した。  

市民参加型地域緩和  18  20  地域医療墓  小松 浩子  市民参加型緩和ケアシステム「家で死  市民参加型地域緩和ケアシステム「家  在宅緩和ケアを提供するチームのケア  がん対策推進基本計画の中核である  すでにS区を中心に、市民に対する「家   
ケアシステム「看で死  盤開発稚億  ねるまちづくり」のモデル積築に留まら  で死ねるまちづくり」のモデルは、他地  の貰を向上し、終末期がん患者・家族  緩和ケア、ことに一般病院と在宅医療  で死ねるまちづくり」のビジョンと活動   
ねるまちづくり」の開  研究  ず、その実証を、S区においてソフトシ  域の「家で死ねるまちづくり」における、  が最期まで不安なく自宅で過ごせること  の連携など、具体的な地域連携システ  ま、市民運動としても根付きつつある。   
発と評価  ステム方法論（SoftSystem   医療、介護、福祉、都市計画、行政等  をめざし、在宅緩和ケアチームが活用  ム開発のグランドデザインとなる。すで  このまちおこしは、100年に一度の世界  

M8thodo！ogY）に基づくアクションリサー  のグランドデザインと成り得る。ことに、  できる「在宅緩和ケアチーム基準」を作  こ、厚生労働省による戦略研究により、  不況や迷走する政什など社会的閉塞感  
チ推進により実現した。プロセスアウト  ソフトシステム方法論（SoftSystem  成した。基準は組織・マネジメント、24  在宅緩和ケア支援センタ→の成果の検  こあえぐわが国にとって、つながりや遠  
カムとして、医療、介護、市民団体、行  M8thodolo針）に基づ〈アクションリサー  時間ケア、ケアマネジメント、チームケ  証が進んでいるが、本研究のような市  帯恋を持つコミュニティ形成に大きな先  

D  0  0  l  0  2  0  0  l                                                                                                      政における人的、組織的、政策的なパ  チ推進のプロセスを学術的に概念化で  ア、コミュニケーション、疫病緩和、生活  民・行政を巻き込むまちづくりとして取リ  駆けとなる。今後、S区から、国内外に  
ウーシェアリングが地域力という形態を  きたことで、各地域の「家で死ねるまち  支糧、スピr」チュアルケア、家族ケア、  組んだ成果はこれまでにない。従って、  向けて「家で死ねるまちづ〈リ」の啓発  
成し、〈すみだ「着で死ねるまちづくり」  づくり」のビジョン、目標、プロセスアウト  死の教育と看取り、グリーフケア、ケア  本研究は、行臥市民が一体となって取  活動を紺ナる。  
のネットワーク〉に至る過程を概念化で  カム生成のための妥当性、信頼性のあ  の倫理的・法的側面、の12項目から成  り組む地域連携緩和ケアの実現に不可  
きた。地域緩和ケアシステム構築に必  り、項目ごとに基準の必要性、具体的  
要な血と知の通う概念化は、これまで国  基準内容、評価方法を示し、必要に応じ  
内外に例をみない。   て解説を加えた。   

安全性の高い療養環  18  20  地域医療基  小林 寛伊  中小病院／診療所を対象にした医療関  中小病院／診療所を対象にした医療関  厚生労働省院内感染対策中央会言義の  2007年4月1日に施行された改正医療  日本医師会、およぴ、地域の医師会に   

境及び作業環境の確  盤開発推進  逓感染制御策指針（ガイドライン）  連感染制御策指針（ガイドライン）  審議を経て、検討、改善を重ね、中小病  法により、医療関連感染対策について  おいて、例示され、活用された。2008年   
立に関する研究  研究  2009、小規模病院／有床診療所施設  2009、小規模病院／有床診療所施設  院／診療所を対象にした医療関連感染  は、病院、有床診療所、無床診療所、  度日本病院会感染制御講習会参加施  

内指針2009一里純且つ効果的指針の  内指針2009、無策診療所施設内指針  制御策指針（ガイドライン）2009、小規  歯科診療所、助産所のすべての医療施  設において試用され、2009年日本環境  
一例－、無床診療所施設内指針（マ  （マニュアル）2009、インフエクション・コ  摸病院／有床診療所施設内指針200g  設に対して体制確保がも輝となり、法  感染学会セミナーで意見聴取した。  
ニュアル）之009－単純且つ効果的指  ントロール・チーム（lCT）ラウンド時介入  ー単純且つ効果的指針の一例－、無  的遵守事項として位置づけられている。  
針（マニュアル）の1例は、国際的にも初  項目リストnteⅣ8ntionit8m“St 2009、  床診療所施設内指針（マニュアル）2009  今回の法改正を前向きにとらえて、事  0  0    0    0  0  0  0  
の試みであり、同時に開発したインフェ  ケアーバンドルcarebundl8の事例  一単純且つ効果的指針（マニュアル）  門家の常勤していない中小の医療機関  
ウション・コントロール・チーム（ICT）ラウ  2009、は、日本の中小医療機関におけ  の一例－、を作成した。2007年版は、  こおいても、医療関連感染制御策を適  
ンド時介入項目リストnterventionitem  
listも、他に類を見ない研究成果であ  めの指積とすべき諸点に関して、提示し  
る。   に役立つこと多大である。   た。   

医療匿における地域  特になし   本研究の成果は、傷病別患者受療動  
疾病構造および患者  盤開発権億  づく、地域の患者動態の杷塩、医療機  態、個別医療機関の地域における役  
受療行動に基づく地  研究   関機能分化の実態、地域における病態  割、医療提供体制の機能分化の実態、  
域医療の評価のあり  別医療需要、病態別将来医療需婁の推  傷病別地域医療需要、人口構造の変化  
方に関する研究   計などにおける定量的分析の学術的手  が医療需要に与える影響等の定量的  

法を確立した。また、患者統計データ等  かつ客観的推計手法を示すものであ  
の個票からの大規模データベース構築  リ、地域保健医療計画における評価指  0  3  12  0  5  Z  0  0  0   

技法と多次元集計等の分析手法を明ら  積と数値目標等の設定に直接紹びつく  
かとした。   ことが期待される。また、地域の医療政  

策担当者に対して統計データを活用し  
た地域圧環の評価手法の実習を実施  
し、実現可能性と有効性が確証された。   

都遺府県における電  18  20  地域医療墓  河原 和夫  救急医療機瀾への到達時間の公平性  熊本県や滋賀県の医療計画策定に関  住民も参加した形で医療計画を策定す  一組四民に救急医環体制をはじめとす   
療計画の現状把握と  盤開発推進  を見るために、GIS（地図什報システム）  する委員会等で資料として用いられて  る際の基礎資料として活用される。ま  る医療計画を説明する際や市民公開シ   
分析に関する研究  研究  を用いて井定したが、その結果は論文  ロ  l  ■  0  9  0  0  2  0  

に掲載されるとともに、都道府県医療計  用されることが予想される。   る。   
画の策定に文献した。  
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年度  原書論 文（件）   その他 論文  

（件）  

研究諜増名  研究事業 名  研究者代表 着氏名  専門的・学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
開l綿  和  
始了  文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   願 取  

得   
医療菅十画におけるPD  18  20  地域医療墓  尾形 裕也  医療計画におけるPDCAサイクルに墓  医椴計画作成・管理マニュアルを作成  平成20年4月に策定された福岡県及び  平成19年10月に都道府県磯貝を対よと   
CAサイクルによるマ  盤開発推進  づくマネジメントのあり方について、実  し、都道府県職Åの研修（福岡県）にお  千葉県の医療計画（在宅医療部分）  して開催された「地域医療サービス棟供   
ネジメントに関する研  研究  例（福岡県及び千葉県の在宅医療）に  いて使用した。また、医療政策を担当す  は、ほぼ本研究（19年度報告暮）におい  マップ作成支援ワークショップ」におい   
究  関する調査・分析及び計画の作成を行  る都道府県職員等の教育研修プロゲラ  て作成した模擬医療計画及び関連研究  て、本研究成果に基づく講義及びバネ  

い、その成果に基づき、医療計画作成・  ムを開発し、専門職大学院及び県庁に  
管理マニュアルを策定するとともに、人  おいて実践した。   環計画策定のため、両県において実施  
材育成のための教育研欄プログラムの  した在宅療養支援診療所の全数調査及  7  0    0  6  0  0  

開発及び実践を行った。また、全国の医  び分析は、本研究に基づくものである。   
療計画について、StruCtUr●－PrOCOSS－  
outcomoの観点から、設定された目標  
の分類を行い、その評価を試みた。  

小児救急のあり方に  18  20  地域医療墓  衛藤 土勝  1ノ小児救急事業では特に電話相談事集  1小児科医の00しを上げる為にどの様  特になし   小児医療提供体制の中で小児救急セ  小児救急市民公開フォーラムwo開催を   
関する研究  盤開発推進  の有用性を明らかにした。   な小児医療捷供体制を作り上げるかの  ンタ一病院の各医療圏での役割が明確  実施した。  

研究  2．1歳以降の乳幼児死亡の原因を明ら  施策等を提言した。  となり、現在多くの医療権で小児救急体  1．みんなで考え、みんなで築こう救急  
かにし、救命救急医凛の重要性を明ら  制が整備されている。   医療2009年3月14日14：0ロー17：00  
かにした。  明らかにしている。  順天堂浦安病院山田至康  
3．ヘリコプター搬送の小児救急医療現  0  0  0  0  0  0  0  0  0  
場における有用性を明らかにした。   急医療体制とは広く受け入れる小児ER  

と点後の砦の小児ICU、その連携ZOO8  
年3月22日13：30－16：30成育医療  
センター羽丸文麿阪井裕一   

救急医療体制の推進  18  20  地域医療墓  小濱 啓次  本研究では、ドクターヘリやドクターカー  本研究により、ドクターヘリもドクター  本研究により「救急医療用ヘリコプター  本研究においてドクターヘリの有用性   
に関する研究  盤開発推進  がわが国の救急医療体制の改凱こ有  カーも傷病者の救命率の向上と予後の  による救急医療の確保に関する特別措  が理解されたことにより、テレビ・映画・  

研究  用であるかを運営している墓地病院の  改善に有効であることが判明し、また病  置法」が成立し、厚生労働省におけるド  マスコミ誌上でドクターヘリの‡己辛が取  
実績を調査し、この成果が都道府県、  クターヘリ推進事業を加速させた。  り上げられ、社会的に良い意味で賑わ  
救命救急センターを中心とする医療機  せている。   
朋の連携と集約化に有用であるか、僻  
地・離島救急医療体制の改善に有用で  0  15    22  0  0  0  0  

あるかを中心に検討した。結果、ドク  
ターヘリやドクターカーは傷病者の救命  
率の向上、救急病院Ⅶの連携と♯約化  
に重要な役割を果たしていることが判  
明した。   れる。  

行政処分を受けた医  18  20  地域医療墓  加藤 則子  医師・歯科医師に対する継続的生涯教  ワークショップ形式で、医師・歯科医師  再教育団体研修教材として、r医師・歯  平成17年4月、厚生労働省の「行政処  
療従業者の再教育の  盤開発推進  育に有効なワークショップ形式の研修  に対して継続的生涯教育を行うことがで  科医師に対する継続的医学教育のた  分を受けた医師に対する再教育に附す   
進め方に関する研究  研究  のあり方について、示唆に富む知見が  き、行政処分を受けた医師・歯科医師  めの資料」を作成した。再教育団体研  る検討会」において、医業停止処分を  

得られた。   の現場復爛のための資質向上に役立  
てることができた。   諭し、実際運用可能なものを開発した。  

医師・歯科医師生涯教育プログラムに  
ついて情報収よし、情報の収集結果を  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

データベース化し、そのデータベースを  
分担研究者の大学のサーバーにおきw  
ob上で一般公開した。医療現場でのコ  
ミュニケーションを扱ったDVDによる視  
聴覚教材を作成した。   

試験問堰プール制の  18  20  地域医療基  相川 直樹  専門的学術的観点かbの成果（200文  本研究の総合的成果として、医師国家  （書議会等で参考にされた場合は、具  良質な公募問題の収集のために、公募  平成18年虔は公帥シンポジウム   
推進等国家試験の改  盤開発推進  字種廣。最大250文字）医学教育学的  試験に出均される試験間鰭の貫が改善  体的に書諸会名、年月日を記載）平成  問埴作成時に使用する「チェックリスト」  「OSCEの実施に関する研究」を開催   
書に係る研究  研究  観点からは、平成19年度で公募問贈  するとともに、医師国家討験レベルの  18年度の研究成果は、主任研究者であ  を作成し、その効果を検討した縮果、  平成20年度は公開シンポジウム「医師  

作成時に使用する「チェックリスト」か完  OSCEが全国的に普及して、将来、医師  る相川直樹が部会長を務める「医師国  「チェックリスト」試用により、そのまま採  阻家試験OSCE実施に向けて」を開催し  
た。       成し、平成20年度の研究において、公  国家！式験にOSCEが導入されることによ  家試験改善検討雇員会報告暮」（平成  用し得る公募閉場や簡単な修正で出超  
幕間増作成時に「チエツケノスト」を使用  り、医師臨床研修制虔の初年度の研修  19年3月）の重要な基礎資料となった。  可能となる問傾が大幅に増えたので、  
することで作成された試験間増の質が  をスタートする新卒医師の臨床能力が  国家試験としてのOSCEの実施に閲す  今後の問題公募時に「チエッグノスト」を  
大幅に改善することが証明された。  向上することとなる。特に、本研究班が  

3    18  0  41  4      0  

作成した「医師国家試験OSCE実施概 要」により 

、国家試験レベルのOSCEが  
統一化されて普及することで、研修医の  
患者診療能力が向上する。   施概要」を策定した。   した結果、国家討験レベルのOSCEが  

普及した。  
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年度  原著論 文（件）   その他 論文  

（件）  

研究課唱名  研究事業  名  研究者代表 者氏名  専門的・学術的観点からの成果   臨床的観点からの成案   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のイン／くクト  出  

闇終  
始丁  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   爾 取  

得   
精神科疾患を有する  18  20  地域医療墓  萱間 真美  非定型抗精神病薬に関する処方・治  精神障害者の地域移行を進めるにあた  本研究では、非定型抗精神病薬によ  看護師が行う服薬自己管理援助の機  本ガイドラインは今後、より多くの医療   
人の地域生活を支え  盤開発推進  療ガイドラインは国内外において多く発  り、安定した地域生活を支援するため  る薬物療法に関する守護援助ガイドう  能とその内容を明らかにすることによ  スタッフ・学生等に活用してもらえるよう   
るエビデンスに基づい  研究  表されているものの、薬物療法に閲す  の効果的な援助方法の同定およぴその  インを開発した。これまで薬物療法に蘭  リ、病棟における書芸蔓師のケア量の測  出版する予定である。   
た看護ガイドラインの  る手旗支援lこついて記載されたガイドラ  普及は急務の課樋であり、中でも薬物  する処方・治療ガイドラインは多く発表  定や、適切なマンパワーの配置に結び   
開発  インは、ほとんどない。本研究によって  環法を効果的に継続するための支援  されているが、看護援助について記載  つけることが可能である。また、手渡ケ  

開発した看護ガイドラインは、薬物療法  は、地域生活の継続において重要な要  されたガイドラインは少ない。本ガイドラ  アの標準化にも資することができる。本  
の効果や有害事象についてエビデンス  兼となっている。本研究で開発した薬物  インの開発によって、医療機関や地域  ガイドラインは非定型抗精神病薬を用  0  0  0  0  Z  0  0  0  0  

をもとに整理した上で、看護援助として  療法に関する守護ガイドラインは、その  で活動する看護師の最新の情報を伝え  いる患者への看護ケアに関する基礎資  
必要な観察・アセスメントの視点、医療  
チーム内での情報共有に焦点を当て  
て、ガイドライン本文を作成しているとい  
う点で非1削こ独創的であると考える。   

がん治療による副作  18  20  地域医療基  下山 直人  （1）がん患者の苦痛として、特にパウリ  （「）治療に伴う苦痛の緩和として、現状  医師や医療従事者に対して鍼灸の存在  国内での現状でのレベルでは、行政的  作成したガイドラインの活用の場と同時   
用の緩和に関する統  盤開発権遜  タキセル惹起性末梢神経障害関連症状  で問趨となってし＼る化学療法のしびれ、  を認識させるため、また鍼灸師が自信  こ貢献できる点はまだ少ないが、がん  ＝、実行する場も必要である。がんに関   
合医療の研究  研究  こ対する鍼灸および漢方をはじめとした  痛みを対象とした鴎床試験を計画し、そ  を持ってがん患者に接する手助けとし  患者のQOしの向上に寄与できる部分多  する鍼灸のエキスパートを育成するこ  

統合医療の有用性を検証するにあた  れを実践することは苦痛緩和の選択肢  てのガイドラインを作成中である。集め  い。また鍼灸は特別な機器を必要とせ  と、医師や医療従事者からの問い合わ  
り、現状鯛査をおこない、鍼灸師と医師  としての鍼灸、漢方といった東洋医学の  られた文献や専門家の意見を元に参考  ず、在宅医療おける症状緩和に鍼灸師  せに対応できる組織をつくり医療連携、  
との人間関係の間鴨、鍼灸に対する国  ネットワークを確立することも視野に入  
内での医師の誤解などが明らかになっ  れている⊃   
た。  成果が見込まれた。  0  0  79  32  42    0  0  0  
（2）エビデンスを呈示しガイドラインを作  
成することにより、連携を高めるための  
礎とすることが現状で重要であり、国内  
では医師の鍼灸、漢方に対する信頼度  
が低く、それに対して科学的な根拠を示  
すこと、そのための臨床研究の計画が  
重要であることが示唆された。   

循環器疾患に対する  特になし   特になし   
根拠に基づく鍼治療  盤開発推進  理学会、循環器学会、生体医工学会、  
の開発   研究   病態生理学会、循環制御医学会などの  

国内学会や、Exp即im8ntaJBiology  
2007などの国際学会で学会発表を行  
い、電気鍼を利用した自律神経制御と  0  15  0  0  44  15  0  0  0   

循環器疾患の治療に関して、医工学の  
観点からオリジナルの情報を発信する  
とともに評価を受けた。   療に生かしていく予定である。   

医療・福祉分野の安  18  20  地域医療基  近藤 克幸  電子タグの医療における可用性を評  汀の臨床応用においての課増である  本研究ではガイドラインの開発等には  医療者の過重労働が社会的課題となっ  2007年 総精雀「u－Japan大賞」大賞受   
全性向上を目指した  盤開発推進  価・検証し，その具体的な効果を定量的  業務負荷の観点から評価を行なった，  至ってし＼ないただし．医療・福祉施設  ている現在業務負荷軽減と確実性を  賞しているほか各研究者が国内のシ   
電子タグ応用の包括  研究  こ明らかにするとともに．新たなユース  その結果．電子タグは医療者の業務負  における一般的な電磁波環境で今後顕  両立させるシステムの開発が強〈求めら  ンポジウム等で多数招請講演を行   
的研究  ケースを明確化した特に新たなユー  荷軽減に寄与する事が実証されたさ  在化する可能性のある事象を検証し  れている本研究の成果は．電子タグ  なっている．また．アジア七大規模の映  

スケースの検討の中では，パッシブタグ  らに．操作者の熟練度に依存せず安定  研究成果から，相互干渉の可能性を明  がこれを実現できる有用な技術である  像・情報・通信の国際展示会である  
ニ加え．アクティブタグの可能性も実証  的に効果が発揮されることも定量的に  確に示し．課題を提起したため．今後の  事を明確に示している研究終7時点  CEATECJAPAN2OO7での展示（総務  

6  l  20  5  33  6  0  0  田                                                                                       実験を通じて明確に評価した，また．工  示された．これは．本技術が医療安全  電磁波関連のガイドライン策定におい  で既に．行政施策に反映されたのでは  ブース）も行なったほか．ホスピタル  
学的な課領，特に．医療・福祉施設にお  に対して．確実なチェック機能による直  ては．大いに参考になるものと思われ  ないが本研究の一部は2007年総務省  ショーなど医療機関向け展示会でも出  
ける一般的な電磁波環境で今後顕在化  搾効果と」芸療者の負荷軽減による間  る   ∪－Japan大賞を受賞しており，今後の行  展要請された，一部の成果は新聞テ  
する可能性のある．PLCや電球型蛍光  樟効果の両方を併せ持つ事を示したも  政施策にも反映されていく辛が期待で  レビ等でも報道され社会的なインバク  
ランプとの相互干渉の可能性を．測定  きる トは大きい   
データをもとに提示した   の大きな課増となっている事象に対して  

も有効である可能性を示した  
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年度  
原著諭 文（件）   その他 論文  

（件）  

研究課地名  研究事業   研究者代表 者氏名  専門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

関l緯  
和  

始了  文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   顧 取  

得   
医療安全対策の推進  18  20  地域医療よ  山野温 裕二  電子カルテシステムを含む病院情報シ  医療安全上重要な電子カルテシステム  2008年4月に、r電子カルテシステムの  2006年より研究班のWobサイト   下記イベントを主催・招待受諾・応募し   
よ磐となる電子カルテ  盤開発推進  ステムのユーザビリティ上の間増が、医  のユーザビリティ上の問拐点について、  グラフイカルユーザーインターフェース  （http：／／soiiku一nOt／8mrui／）を公開し、会  て重義演発表した。2008／10／18 日本病   
システム等の開発・評  研究  療安全上重要な危険因子となっている  具体的に注意喚起した。グラフイカル  の基礎的ガイドライン」を公開した。  維資料やガイドライン零の成果物の公  院管理学会自由♯会 公開シンポジウ   
価と利活用に関する  ことを明らかにした。また、我が国で初  ユーザーインターフェースのガイドライ  2009年4月には同業2版を公的した。  開をおこなった。このサイトは民間の有  ム（名古屋）2006／11／22日本インター   
研究「医療安全を自  めて、グラフイカルユーザーインタ丁  ンについても、臨床現場で従事している  識者の講演や雑誌記事等でも取り上げ  ネット医療協議会JIMAインターネット   
的とした電子カルテシ  フェースの実用的な基準となるガイドラ  られた。ガイドラインの存在は業界団  
ステムのユーザビリ  インを開発、公開した。更に、システム  3  0  3  0  4  0  0  0  6  

ティ評価とユーザーイ  上での機能名称やアイコンの利用、画  一部のベンダの電子カルテ製品では、  
ンターフエースガイド  面上の色の利用など、今後の製品開発  アンダーラインやプロポーショナルフオ  
ライン構築」  におけるユーザビリティ上の注意点に  ントの利用など、本研究で指摘した医療  

ついても明らかにして報告した。   安全上の欠点が改良され、現場の製品  
に反映されている。   報学連合大会（積浜）   

テキストマイニングに  18  20  地域医療墓  金子 周司  ツリー状に整理した2．5万措の統制硝に  本研究によって．臨床現場から発生す  財団法人日本医薬用報センターJAPIC  制作したシソーラスを公開したところ．   
よる薬物有害事象の  盤開発推進  日英約18万桔の専門用持を割り当てた  る大童の電子化された生の文暮を早期  における米国FDAのAdvorseEvont  Appl●社ウニッブサイトに取り上げられる   
自動抽出を目的とした  研究  しSDシソーラスを完成させた。次に，  に定量的に分析し．有害事象の早期発  Ropo止i叩Systom（AERS）の副作用解  などした。また．公開しているライフサイ   
オントロジー構築とシ  FDAが公開している副作用報告システ  見を可能にするシステムの開発が可能  析に利用され、公開サービスとして一般  エンス辞暮へのアクセスが1日平均15   
ステム開発  ムAERSに収録された世界中の医薬品  に供されている。   万件を超えることになった。   

名についてほぼすべての名前解決を行  
える辞書を制作した。医薬品添付文暮  
のテキスト解析によって．医療情報から  6  20    0  27  0  3  0  

90％以上の適合率および再現畢で医薬  
品名および疾患・症状名を抽出できた。  
本シソーラスを用いるテキスト処理は．  
医療情報の解読や入力エキスパートシ  
ステムに応用できる優れた方策になる  
と考えられる。   

標準的電子カルテ墓  18  20  地域医療墓  木村 通男  病院情報システムからデータが出ない、  高lノスク患者（例：白血球減少患者）へ  基盤とした標準的医療情報規格は、静  日常用いられている病院情報システム  本臨床情報検索データベース基盤の上   
盤上での医療安全の  盤開発権遥  といわれる中で、浜松医科大学病院の  の要注意稟（例：抗がん剤）投与チェッ  同県版電子カルテプロジェクトで採用、  こおける異鴬な検査縮果の頻出の自動  では、取り扱いに一層の注意を払うべき   
実現と評価に関する  研究  10年間の全処方、検査結果を国際的  クを自動的に行うことは、医療情報シス  厚生労働省標準的情報交換推進事業  検出は、感染症′くンデミックへの備えと  ゲノム情報検索の安全性も期待でき   
研究  医療†I報標準規格HL7で病院情報シス  テムの医療安全に対する大きな寄与で  SS－MIXで発展したものである。厚生労  して有効と考える。実際に浜松贋大病  る。これは、臨床データベースのクロー  

テムからエキスポー卜し、例として、「メ  ある。更に、臭覚な検査結果の頻出の  働省の医療情報標準化会議では、SS－  院では、このような検索が毎日、自動で  ンを作成し、これを病院ネットワークから  
／くロテン投与後1ケ月以内でGOT〉150  自動検出は、感染症／くンデミックへの  MIXの基盤となっている、Hし7v．2．H」7  行われており、一刻も早く対応を求めら  切り離し、他ユーザからも安全に運用す  
をt己録した患者」の2分以内のリストアツ  備えとしても有効である。また、市販後  CDAR2．DICOMなどの国際的医療用  れる感染症パンデミックの杷擢の迅速  ることで可能とするものである。研究に  
0  l  14  0  ヰ  5  0  0  0                                                                                                      プ、検索システムを実現した。この高  の有害事女報告の標準的医療情報スト  報標準規格〟、施設間情報交換時に用  化を可能とするものである。また、デー  関する情報資料の安全で、迅速な検束  
速、且つ、時系列での検索は、世界に  レージからのデータ取り込みによる報告  いられるべきものとして制度化されよう  夕べース▲計の多施設対l右を行ったこ  により、研究デザインが、迅速、且つ、  
例を見ない。更に、このシステムを用い  暮作成の簡便化は、書類作成に手間を  としているが、本研究における標準的  とは、上記の情報収集の有用性は当然  的確に構築でき、臨床贋療に有効とな  
ての毎日の異常処方や要注意患者へ  基盤上での報告暮作成の簡便化、迅速  
の投与などの自動チェックは、特牛すべ  化、及び、多施設対応よ計の先行実現  
き点である。   は、制度化の確立に多いに千献するも  

のである。   

新生児重傷心疾患に  18  ZO  地域医療基  越後 茂之  本研究班では、Applo社製iCha仏∨ビデ  安価なシステムとインターネットを使用し  先天性心疾患は出生児の1％にみられ  日本小児循環器学会第44回学術集会   
対する予後向上のた  盤開発推進  オカンファレンスソフトを心エコー診断画  たリアルタイム心エコー動画伝送による  るが、このうち新生児重症心疾患は最  が2008年7月に福島県郡山市で開催   
めのリアルタイム心エ  研究  像の遠隔伝送に応用した。動画圧縮に  遠隔診断が、新生児心疾患の診断に種  重症で予後不良な疾患である。新生児  された。ここにおいてシンポジウム「先   
コー動画像による遠  最新のビデオコーデック（画像のデジタ  めて有用であることが十分検証された。  重症心疾患に対する迅速で正確な初期  天性心疾患の遠隔医療」がプログラム   
隔診l折と新生児心疾  ル符号化アルゴリズム）技術であるH．  小児循環器医がいない新生児施設に  診断ならびに適切な初期治療の有無は  にとりあげられ、本研究班から主任研   
息救急診療システム  284を用いている唯一の流通製品であ  収容されている心疾患を疑われる新生  患者の予後に直結する。しかし、全国的  究暑が共同座長に指名されたほか、分   
確立に関する臨床研  るが、通信速度が300kbps以上であれ  児も、正確な遠隔診断によって適切な  に小児循環器科眉は不足しており、こ  担研究者と共同研究者がそれぞれ発表   

ぱ診断を行うのに十分な心エコーの画  初期治療を受けられることが可能に  6  8  ヰ  0  ロ  0  0  0  0  
賢を得られることが実証され、地方でも  なったほか、不要な緊急搬送を避けら  本研究で検証した小児循環器科医によ  聴衆が参加し、本研究班が実施した  
確保が容易なDSLやISDN等のメタル通  れるようになった。これらは、重症心疾  るリアルタイム心エコー動画像を用いた  jChatAVを任用したインターネット経由  
信繊lこ¢せるのが可能であることが判  患新生児の予後改善に大きく干献す  遠隔診断は、高額の初期投資lま不要で  の遠隔診断システムを中核とする新生  
明した。   る。  維持費も少額であるほか、‘●新生児心  

疾患救急診療システム”として有用であ  
り、しかも実現性が大いにある。   常に活発な質問や討論がなされた。   
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年度  原著論 文（件）   その他 論文  

（件）  

研究課墟名  研究事業 名  研究者代表 者氏名  専門的・学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
開l終  
始了  

和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 除   願 取  
得   

笑顔  
電話を使った遠隔医  盤開発推進  象としたすることで以下の効果が得られ   齢者および家族に対する医療・健康  
療と在宅高齢者を支   研究   た  ‾ズー   療に関する事業が計画され、実反動こ向  
揺するユビキタスコ  ①在宅療養者の緊急時の迅速な対応   
ミュニケーションの効  ができる   らかになった。また、要介護高齢者とそ  在宅療養者が操作する必要がなく負担  菓推進を図っている。   
異に関する研究  

紙にたびたび掲載された 2008年度目  
②医師と直接意思疎通を行うことでの  の家族は在宅介護の継続に不安を抱  が少ない。  未達隔医療学会研修プログラムにおけ  
在宅療養者およぴその家族介護者の  え、携帯型通信端末機を利用すること  ②設備は携帯型通信端末のみのため  るテレメンタノング研修会を本市で開催  
心理的負担のケアにつながる。  で、精神的、身体的、経済的有効性が  した。   
③医師とのコミュニケーションの増加に  ③携帯型通信端末は双方向で会話が  15  0  0  0  17    0  0  0  

よる介護負担の軽減につながった  可能で、医療的な対応が高度でスムー  
④遠隔介護支援による介助方法の学  ズに行うことができる。  
習、またそれに伴う自己効力感の向上  ④患部のアップ（褐瘡、浮腫）などの詳  
および介護意欲が増進した  細で高品質な映像を送ることができ、的  

確な判断につながる。大画面映像によ  
るリアルな映像となる。  

診療ガ◆▼、－                                        与／ゝ●○－・ヽ＿▲  
る診療内容確認lこ関   盤開発推進   、 

する研究  研究  として記述する手法を示した。情報欠落  断に必要な診療データが診療システム  する際のガイドラインには、曖昧性の少  が、本研究により、診療ガイドラインの  
がなければ警告システムとして容易に  上に存在する場合は、ガイドラインに即  ない論理的な記述を推奨するなどの点  知識を租み込むことによって診療手順  
診療内容確蘭は実装可能であること、  していない診療に対して自動的に警告  で関連する。またガイドラインを最初か  の確認を行う可能性が開け、医療安全  
しかし現実の診療情報システムにはガ  を発する様なシステムを比較的容易に  ら電子的な知弛表現形式で記述するこ  や診療の底上げに有用な、もう一歩進  
イドラインの判断に必要な情報が十分  実現することができる。次に情報が欠落  とができれば、自動的に診療手順のテ  んだ電子カルテを開発することが可能と  
こは存在していないこと、情報欠落が  している場合は自動的な確認はできな  キスト記述やフローチャート描画を出力  なった。さらにインターネットなどを介し  0  0  0  0  9  D  0  0  0  

存在する場合はこの電子的知識表現を  いが、対話的なインターフェイスでデー  することができる可能性を開くものであ  て、患者自らが受けている診療内容を  
対象として診療スレッドを利用した効率  タ入力を行ってガイドラインに即してい  り、これにより通常のガイドラインの曖  診療ガイドラインと比較することも可能  
的な検索が有用であり、特に対話的に  ることを確認することができ、同時にガ  昧性を解消するほか、ガイドライン作成  であり、疾患の理解とともに主治医との  
診療内容を支援することが重要である  
ことを示した。以上の目的に特化した電  待される。   
子的知識表現形式を示した。   

a   「今後の医療安全対策」の3木柱の一つ  
情報伝達手段として   盤開発推進   機能は、1．リスク回避2．業務の効率化3，   
の媒介物（人工物）の  

が、患者、国民との情報共有と患者   
研究  安全性の向上4．患者の不安解消5知  国民の主体的参加の促進である。この  

機能とその安全性に  識の伝達6医療への参加意識の向上7．  研究は病院を対象とした実態調査か  
関する研究  患者行動の変化を促す、の7項目が袖  ら、情報媒介物の機能の枠組みを明ら  

出された。2年目調査では、1，必ずしも  かにし、フローに沿って、愚者と医療者  
有効な什報提供がなされていない2．間  の接点における情報媒介物の効果を検  
増発生時の対応には多くの資源が割か  射することは、情報提供の効果や間超  0  0  0  0    0  0  0  0  
れる3．専門職チームの情報提供が有効  の抽出に有効であり、システムの改善  
4治療が長期に継続する疾患では、長  への活用が期待される。   
期t包括的に療養生活を支援する情報  
提供が必要5患者が主体者として機能  
するには生死観の醸成や自己責任に  
対する教育の必要性が示唆された。  

された。  

19   
準的EBM教育力リ  盤開発推進   開発に有用なワークショップ形式のモデ   
キュラムの普及と評価  研究  ルカリキュラムを複数パターン開発して  の成果（エビデンス）に基づいているこ  複数回施行し、その成果を教材化して  ま、今後、臨床研修の在り方を論じる根  涯教育部のファカルティを迎えて公開の   
に関する研究  研修現場で繰り返し試行しただけでな  とは賢の高い医療を提供するうえでの  研究班ホームページ「EBM21（  拠資料となるデータを多く含んでいる。  国際シンポジウム開催し肝疾患、腎疾  

〈、教育工学、医療人類学等を含む竿  基本である。この観点からは、臨床研  http：／／wwwebm21jp／）」に掲載し、そ  EBMが着実に根付きつつあるとはい  患領域でのEBMの成果や米国医学研  
際的な討論や米国におけるEBMの新  修医に医師としての出発点においてこ  の普及を図ることができた。また、EBM  え、今日でも巨BMに対する櫻深い不信  究所円卓会議でのEBM方法論に閲す  
0  0  3  l  3  ロ  0  0  5                                                                      しい展開の紹介、ハーバード大学ファカ  のような診療態度を身につけさせること  学習の基本語垂としての「5つのステッ  感が一部に存在していること、研修医  るの最近の百舌超が紹介されたこと ま       ルティを迎えての国際シンポジウム開  が重要でり 

あ、そのための具体的方法  プ」、「PECO（愚者一暴露（介入卜比較  が診療に必要な医学知識の習得・確認  た、上述の全国アンケートで 如何に研  
催、更には研修医を対象とした知識墓  論を教材とともに示し得たことは本研究  ーアウトカム）」、rNNT（治療必要数）」、  に費やすことのできる時間が限られて  修医が忙しくて医師としての知識基盤を       つい   
盤問題対応能力にての全国アン  の大きな成果である。   「IIT（治療意図）解析」等の概念が研修  いることやEBM2次資料の利用が進ん  形成するための時間が制約され 日常  
ケート調査等を通じて、EBM教育の卒  医の間で認知されるようになった。  でいない事実は、臨床研修制産の制度  
む檀々の間増点を明らかにし、今後の  設計における重要な論点である。   
展望を示すことができた。  る。   
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